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諮問庁：国立大学法人名古屋大学 

諮問日：平成２６年１０月１０日（平成２６年（独情）諮問第８１号） 

答申日：平成２９年９月６日（平成２９年度（独情）答申第２２号） 

事件名：特定保育園の保護者に対する説明会・意見交換会の記録の一部開示決

定に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

別紙に掲げる文書１ないし文書５（以下，併せて「本件対象文書」とい

う。）につき，その一部を不開示とした決定については，別表２に掲げる

部分を開示すべきである。 

第２ 異議申立人の主張の要旨 

１ 異議申立ての趣旨 

独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」とい

う。）３条の規定に基づく開示請求に対し，国立大学法人名古屋大学（以

下「名古屋大学」，「処分庁」又は「諮問庁」という。）が行った平成２

６年５月２６日付け名大総第４６号による一部開示決定（以下「原処分」

という。）について，その取消しを求める。 

２ 異議申立ての理由 

異議申立人が主張する異議申立ての理由は，異議申立書及び意見書によ

ると，おおむね以下のとおりである。 

（１）異議申立書 

   本件説明会に関する案件の，競争の公正性を害し，特定法人Ｂの競争

上の地位，その他正当な利益を害する，事実に基づかない非難，営業妨

害，名誉毀損にあたる発言の内容と発言者を明らかにし，特定法人Ｂと

してこれら発言者に対処したい。 

   具体的な異議申立ての理由は以下のとおりである。 

ア 事実に基づかない非難，営業妨害，名誉毀損にあたる発言の内容と

発言者が不開示となり，特定法人Ｂの競争上の地位，その他正当な利

益を害する事実が明らかにならなかったため。 

イ 本件説明会に関する案件の，名古屋大学と国の機関との間における

検討又は協議に関して，説明会参加者の事実に基づかない発言がどの

ように扱われたのか不開示となり，特定法人Ｂの競争上の地位，その

他正当な利益を害する事実が明らかにならなかったため。 

ウ 説明会参加者の事実に基づかない発言に対し，名古屋大学職員から

それに同調する発言があり，しかもその誤りが明らかになった後でも
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それを訂正していないことが不開示となり，特定法人Ｂの競争上の地

位，その他正当な利益を害する事実が明らかにならなかったため。 

エ 名古屋大学の入札業務における評価の手法や評価基準，着目点等が

不開示となり，特定法人Ｂの競争上の地位，その他正当な利益を害す

る事実が明らかにならなかったため。 

（２）意見書 

ア 本件において開示を求めている文書の内容に照らし，全体として公

開されるべきものであること 

本件において異議申立人が開示を求めている文書は，名古屋大学に

おける特定保育園の運営委託先事業者選定に関し，名古屋大学が保

護者に対して説明を行った際の記録である。 

上記事業者選定に際しては，一度，特定法人Ｂが選考の結果選定さ

れたものの，保護者説明会を経て選定結果が覆され，特定法人Ｂは

選定を取り消された。今般異議申立人が開示を求めている文書は，

上記のとおり名古屋大学が運営費用を負担して実施する事業（特定

保育園の設置・運営）に際し，運営委託先事業者の選定取消しに際

し，決定的に重要な情報が提供され，あるいは決定的に重要な内容

が協議された説明会の記録である。名古屋大学がどのような情報に

基づいて選定を取り消すという判断を行うに至ったのか，あるいは

当該説明会に参加した保護者との間でどのような協議を経て選定を

取り消すという判断を行うに至ったのか，を本件において開示を求

める文書を公開することによって初めて，異議申立人のみならず，

国民は名古屋大学の選定経過を知ることができるようになる。 

したがって，本件において開示を求める文書は法１条に定める目的

である，「独立行政法人等の有するその諸活動を国民に説明する責

務が全うされるようにすること」にまさにかなうものである。この

点，名古屋大学はあれこれと理由を付けて非開示を正当化しようと

しているが，名古屋大学がどのような情報に基づき，いったん名古

屋大学として選定した運営委託先事業者への選定を取り消すに至っ

たかを断片的にしか明らかにしないことは，名古屋大学が行った選

定取消しという業務の公平性を担保できないことである。法の趣

旨・目的に照らし，本件において開示を求める文書は全体として公

開されるべきである。 

イ 名古屋大学が個別に述べる不開示理由について 

（ア）法５条１号について（同号ただし書ロへの該当性について） 

本件において開示を求める文書は，上述の通り名古屋大学の特定

保育園の運営委託先事業者選定に関し，名古屋大学が保護者に対し

て説明を行った際の記録である。この説明会の開会に当たって，参
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加者に対し「テープによる録音記録を残す」こと及び「発言前に名

乗ってから発言する」ことを事前に求め，それが了解された上で実

施されたものと説明されている。つまり，発言者は「匿名」ではな

く「実名」で発言することを事前に了解していたと解釈されるので，

非開示にする必要がない。 

（イ）法５条２号イについて（同号ただし書への該当性について） 

本件において開示を求める文書に関わる名古屋大学の特定保育園

の運営委託先事業者選定に際し，その提案書提出に応じた法人は，

特定法人Ａ並びに特定法人Ｂであることは周知の事実である。特定

法人Ａと契約を締結したことは，名古屋大学のホームページにおい

て公開されているところでもあり，非開示とする必要はない。 

（ウ）法５条３号について 

名古屋大学は，「名古屋大学と国の機関との間における検討又は

協議に関する情報であって，公にすることにより，率直な意見の交

換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれ又は不当に

国民の間に混乱を生じさせるおそれがある」と述べる。 

しかしながら，本件において開示を求める文書は名古屋大学が一

度，特定保育園の運営委託先事業者としてすでに選定通知を出した

事業者について，当該選定を取り消す際の意思決定に関わる情報が

掲載された文書である。そもそも，名古屋大学所定の選考方法を経

て選定に至った事業者については，通常は選定取消しなど行わない

ものであり，一般的には選定取消しを行うか否かについて国の機関

との間で検討又は協議をすることは考えられない（通常は選定取消

しなど行われないから，その点について検討又は協議など行われな

い）。 

仮に選定取消しを行うかどうかについて，国の機関との間で検討

又は協議をしたということであれば，そのような検討又は協議を行

ったこと自体が名古屋大学の意思決定について国の機関が不当に介

入したことを示す重要な情報である。そして，そのような不当な介

入を明らかにしうる情報については，開示されたことによって国民

の間に混乱が生じることはなく，またそのような不当な介入を「率

直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれる」と

して法的に保護する必要性もない。 

したがって，名古屋大学が述べる不開示の理由は，本件において

不開示とすべき理由にはならない。 

（エ）法５条４号柱書きについて 

名古屋大学は，本件において開示を求める文書は「正確さに欠け

る表現を用いている」ものがあったり「後の発言によって訂正され
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ていることが明らかでないもの」があって，「公になることによっ

て現在なお進行中の交渉，契約に係る事務において，当事者の誤解

を招き，当該事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがある」と述

べる。 

しかしながら，名古屋大学が繰り返し述べているように，本件は

あくまで「何人から請求があった場合でも等しく公開を行う制度」

である。そうである以上，個別の案件に対する影響，すなわち「現

在なお進行中の交渉，契約に係る事務」における影響を開示の必要

性判断において考慮するべきではない。本件において開示を求める

文書の開示により，仮に個別の案件に影響が及んだとしても，当該

個別案件において名古屋大学側が「正確さに欠ける表現を用いてい

る」ことや「後の発言によって訂正されていることが明らかでない

もの」について個別に説明を行えば足る問題である（当該名古屋大

学からの説明が受け入れられるかどうかは，まさに交渉・協議の問

題である）。 

したがって，名古屋大学が述べる不開示の理由は，本件において

不開示とすべき理由にはならない。 

（オ）法５条４号ニについて 

名古屋大学は「入札業務における評価の手法や評価基準，着目点

等については，開示することで以後の入札業務において特定の応札

者のみに利益となる」おそれがあるので法５条４号ニに該当すると

して不開示理由を述べる。 

しかしながら，入札業務における「評価の手法や評価基準，着目

点等」についてはあらゆる事業者に対して開示されるべき事項であ

る。本件において開示を求める文書に上記のような内容が含まれて

いるということであれば，名古屋大学が実施した保護者説明会の参

加者には上記内容に係る情報が開示されているということであり，

現状の不開示の状態では，当該説明会参加者との縁故によって上記

内容に係る情報を入手できる特定の事業者のみが名古屋大学におけ

る入札業務において上記内容に係る情報を入手しうるため，有利な

地位を得ている状態である。現在の不開示の状態こそ，不公平・不

公正な競争を招くものである。上記内容に係る情報は開示し，すべ

ての事業者が等しく接することができる公の情報にするべきである

（その上で，各事業者が当該情報にアクセスするかどうか，すなわ

ち情報開示請求を行うかどうかは各事業者の自助努力・営業努力の

問題であって，本件においてその点まで考慮にいれるべきではな

い）。 

したがって，名古屋大学が述べる不開示の理由は，本件において
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開示を求める文書を公開すべき理由にこそなれ，不開示とすべき理

由にはならない。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

 １ 不開示とする理由について 

（１）説明会参加者及び学外者の氏名や属性等，特定個人（名古屋大学職員

としての職務上参加している者を除く）が識別されうる情報については，

法５条１号に規定されている不開示情報に該当すると判断し，不開示と

した。 

当該不開示部分について，異議申立人は，異議申立書（第２の２

（１））において，「本件説明会に関する案件の，競争の公正性を害し，

特定法人Ｂの競争上の地位，その他正当な利益を害する，事実に基づか

ない非難，営業妨害，名誉毀損にあたる発言の内容と発言者を明らかに

し，特定法人Ｂとしてこれら発言者に対処したい。」「事実に基づかな

い非難，営業妨害，名誉毀損にあたる発言の内容と発言者が不開示とな

り，特定法人Ｂの競争上の地位，その他正当な利益を害する事実が明ら

かにならなかったため。」と述べている。このことから，異議申立人は，

異議申立人の財産上の利益を保護するために当該部分を公にすることが

必要であるため，当該不開示部分は，法５条１号ただし書ロに該当し，

不開示情報にはあたらないと主張しているものと考えられるので，以下

では，法５条１号ただし書ロ該当性について検討する。 

異議申立人は，当該不開示部分である本件説明会における発言者の氏

名等を明らかにし，これら発言者に対し，法的な手段を含めて何らかの

対処を行うことなどを試みていると考えられる。しかし，情報公開制度

は，国民一般に対し，請求主体が当事者であるかどうかなどの属性を問

わず同内容の文書を開示するものであり，国民一般への説明責任を担保

することを目的とするものである。このような制度趣旨を鑑みれば，法

５条１号ただし書ロの「公にすること」の必要性を判断するにあたり，

個別の請求者の個別的な要請まで考慮するべきではないと考えられる。

本件の当該部分においても，異議申立人の「発言者に対処したい」など

の個別的要請のみを判断材料として，同条ただし書ロに該当するとは判

断できないため，異議申立人の主張には理由がなく，当該不開示部分に

ついては，原処分を維持することが妥当と考える。 

なお，貴審査会による平成２６年７月１４日付答申「平成２６年度

（行情）答申第１３４号」では，「行政文書開示請求は，何人に対して

も等しく開示するものであるから，（行政機関の保有する情報の公開に

関する）法５条１号ただし書ロの「公にすることが必要である」という

文言を解釈するに当たっては，個別の事案ごとに，一般的，客観的観点

から判断すべきものである。したがって，審査請求人のいう別件訴訟に
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おいてなされた主張に係る事実関係の真偽を確かめるために開示を求め

ている審査請求人の財産権又は損害賠償請求権の行使に関わる情報につ

いて開示を受ける利益まで考慮に入れる必要はない」として，法５条１

号ただし書ロと趣旨を同じくする，「行政機関の保有する情報の公開に

関する法律」５条１号ただし書ロの該当性が否定されている。このこと

からも，開示請求者の個別的な要請のみでは，法５条１号ただし書ロに

該当する根拠とはならないことが裏付けられる。 

（２）本件説明会に係る案件の内容が明らかになる部分のうち，明らかにな

ることで，関係する法人等の競争上の地位その他正当な利益を害するお

それがある部分については，法５条２号イに規定されている不開示情報

に該当すると判断し，不開示とした。 

また，関係する法人等の名称そのものや，法人等を特定できる部分に

ついても，法人等の名称が明らかになることで，当該案件の内容が推察

され，そのことから当該法人等の競争上の地位その他正当な利益を害す

るおそれがあるため，法５条２号イに規定されている不開示情報に該当

すると判断し，不開示とした。 

当該不開示部分について，異議申立人は，異議申立書（第２の２

（１））において，「事実に基づかない非難，営業妨害，名誉毀損にあ

たる発言の内容と発言者が不開示となり，特定法人Ｂの競争上の地位，

その他正当な利益を害する事実が明らかにならなかったため。」と述べ

ている。当該不開示部分については，異議申立人自身に係る不利益情報

も含まれているため，異議申立人は，当該部分を公にすることが異議申

立人の財産上の権利を保護するために必要なことであり，当該部分は，

法５条２号ただし書に該当し，不開示情報にはあたらないと主張してい

るものと考えられるので，以下では法５条２号ただし書該当性について

検討する。 

当該不開示部分については，異議申立人自身に係る情報をはじめ，本

件説明会に係る案件の当事者である異議申立人にとって，既知の情報が

含まれている。しかし，法における法人文書開示制度は何人から請求が

あった場合でも等しく公開を行う制度であるから，案件の当事者でない

者から開示請求があった場合にも，同様の開示を行うことを想定する必

要がある。したがって，異議申立人自身に係る情報であっても，開示す

ることでむしろ異議申立人の不利益になることが想定されるがゆえに不

開示としているものである。 

ゆえに，当該不開示部分については，異議申立人自身に係る情報であ

ったとしても，また，他の法人等に係る情報であったとしても，上記

（１）と同様の趣旨により，法５条２号ただし書の「公にすること」の

必要性を判断するにあたっては，開示請求者の個別的な要請を考慮する
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べきではないと思料するため，諮問庁としては，異議申立人の個別的な

要請のみを根拠として，当該不開示部分が同号ただし書に該当するとは

判断できない。したがって，異議申立人の主張には理由がなく，当該不

開示部分については，原処分の維持が妥当と考える。 

（３）名古屋大学と国の機関との間における検討又は協議に関する情報であ

って，公にすることにより，率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれ又は不当に国民の間に混乱を生じさせるお

それがあるものについては，法５条３号に規定されている不開示情報に

該当すると判断し，不開示とした。 

     当該不開示部分に対し，異議申立人は，異議申立書（第２の２

（１））において，「本件説明会に関する案件の，名古屋大学と国の機

関との間における検討又は協議に関して，説明会参加者の事実に基づか

ない発言がどのように扱われたのか不開示となり，特定法人Ｂの競争上

の地位，その他正当な利益を害する事実が明らかにならなかったた

め。」と述べている。 

しかし，異議申立書において主張されているような，「参加者の事実

に基づかない発言」を名古屋大学と国の機関の間で協議したことを示す

記述はなく，また，異議申立書では，名古屋大学が主張している不開示

情報該当性の当否について言及されていないため，異議申立人の主張に

は理由がない。諮問庁としては，当該不開示部分について，原処分の維

持が妥当と考える。 

（４）名古屋大学職員の発言に際して，言い間違いや文字起こしのミスなど

により，正確さに欠ける表現を用いているものがあり，なおかつ後の発

言によって訂正されていることが明らかでないものがある。この部分に

ついては，公になることによって現在なお進行中の交渉，契約に係る事

務において，当事者の誤解を招き，当該事務の適正な遂行に支障を及ぼ

すおそれがあるため，法５条４号柱書きに該当すると判断し，不開示と

した。 

当該不開示部分に対し，異議申立人は，異議申立書（第２の２

（１））において，「説明会参加者の事実に基づかない発言に対し，名

古屋大学職員からそれに同調する発言があり，しかもその誤りが明らか

になった後でもそれを訂正されていないことが不開示となり，特定法人

Ｂの競争上の地位，その他正当な利益を害する事実が明らかにならなか

ったため。」と述べている。 

しかし，異議申立書において主張されている「事実に基づかない発言

に対し名古屋大学職員から同調するような発言」は，対象文書に含まれ

ておらず，また，異議申立書では，諮問庁が主張している不開示情報該

当性の当否について言及されていないため，異議申立人の主張には理由
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がない。諮問庁としては，当該不開示部分について，原処分の維持が妥

当と考える。 

（５）名古屋大学の入札業務における評価の手法や評価基準，着目点等につ

いては，開示することで以後の入札業務において特定の応札者のみに利

益となり，その結果，公正な競争が行われなくなり，名古屋大学の財産

上の利益が不当に害されるおそれがあるため，法５条４号ニに該当する

と判断し，不開示とした。 

当該不開示部分に対し，異議申立人は，異議申立書（第２の２

（１））において，「名古屋大学の入札業務における評価の手法や評価

基準，着目点等が不開示となり，特定法人Ｂの競争上の地位，その他正

当な利益を害する事実が明らかにならなかったため。」と述べている。 

    しかし，入札の評価に関係する事項であっても，評価点数のうち評価

基準において配点を公表しているものについては開示しているが，当該

部分は，名古屋大学の入札業務における支障を理由として不開示として

いるところ，異議申立人の競争上の地位，その他正当な利益を害する事

実が存在することを理由として不開示としたものではなく，また，当該

部分にそのような事実の記載が含まれているわけでもないため，異議申

立人の主張は，失当である。諮問庁としては，当該不開示部分について，

原処分の維持が妥当と考える。 

（６）対象文書は音声を文字起こしした記録であり，体系的に整理された情

報とは言えないことから，単純に不開示情報と思われる語句のみを不開

示とした場合，対象文書を目にしたものが，文書本来の意図とは異なっ

た誤解をするおそれが想定される。したがって，一文中に多数の不開示

部分が存在するなど，語句等のみを最小限不開示とすることが困難であ

る部分については，法６条１項に基づき部分的に開示することが不可能

であるため，ひとまとまりの文を不開示部分としている箇所がある。 

２ その他 

   法人文書の部分開示を行うにあたっては，本来，不開示部分の全てにつ

いて，当該部分がいずれの不開示事由に該当するのか，開示決定通知書に

おいて示す必要がある。しかし，本件開示決定に際しては，対象文書が口

頭で行った説明会の音声記録をそのまま文字で起こしたものであり，情報

として整理されたものではないうえ，不開示部分が多いため，通知書にお

いて個別の不開示部分について，それぞれに不開示事由との対応関係を記

載することが著しく困難であった。 

そのため，異議申立人に対して，口頭で，特定不開示部分が概ねどの不

開示事由に該当するかの説明を行ったものである。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。
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① 平成２６年１０月１０日   諮問の受理 

② 同日           諮問庁から理由説明書を収受 

③  同月２７日         審議 

④  平成２９年５月２３日   委員の交代に伴う所要の手続の実施，

本件対象文書の見分及び審議 

⑤ 同年８月７日       審議 

⑥  同年９月４日        審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件開示請求について 

本件開示請求は，別紙に掲げる文書１ないし文書５（本件対象文書）の

開示を求めるものであり，処分庁は，その一部を法５条１号，２号イ，３

号並びに４号柱書き及びニに該当するとして不開示とする決定（原処分）

を行った。 

これに対して，異議申立人は，本件対象文書の不開示部分は開示すべき

であるとして，原処分の取消しを求めているが，諮問庁は，原処分を妥当

としていることから，以下，本件対象文書の見分結果を踏まえ，不開示部

分の不開示情報該当性について検討する。 

２ 不開示部分の不開示情報該当性について 

  本件対象文書のうち，不開示部分は，別表１の１欄に掲げる不開示部分

１ないし不開示部分８である。 

（１）不開示部分１について 

ア 当該部分は，下記イの部分を除き，特定保育園利用者の保護者の氏

名・所属等であり，法５条１号本文前段に規定する個人に関する情報

であって，特定の個人を識別することができるものに該当すると認め

られる。 

    諮問庁において，特定保育園利用者の保護者の氏名・所属等を公に

する慣行があるとは認められず，また外に公表慣行があると認めるべ

き事情も見当たらないことから，法５条１号ただし書イに該当すると

は認められず，同号ただし書ロ及びハに該当する事情も存しない。 

    次に，法６条２項の部分開示について検討すると，当該部分は個人

識別部分であることから，部分開示の余地はない。 

    したがって，当該部分は法５条１号に該当し，不開示とすることが

妥当である。 

イ しかしながら，当該部分のうち名古屋大学職員の氏名に係る部分

（別表２の文書１番号６１に掲げる部分）については，公表慣行のあ

る職員の氏名であるため，法５条１号に該当するとは認められず，開

示すべきである。 

（２）不開示部分２について 
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   当該部分は，特定法人Ｂの法人名が特定できる情報である。原処分で

既に開示されている部分から，ある法人が特定保育園の運営委託契約に

係る入札において，一旦は落札の内定を得たものの，後に内定を取り消

された事実が明らかとなっており，当該部分が公になった場合，これら

の事態に至った法人は特定法人Ｂであることが明らかとなり，当該内定

の取消しが特定法人Ｂの瑕疵によるものとの誤解を与えるおそれがある

ため，特定法人Ｂの権利，競争上の地位その他正当な利益を害するおそ

れがあると認められる。 

   したがって，当該部分は法５条２号イに該当し，不開示とすることが

妥当である。 

（３）不開示部分３について 

ア 当審査会事務局職員をして，諮問庁に対し，当該部分の不開示理由

を改めて確認させたところ，諮問庁は，おおむね以下のとおり説明す

る。 

   （ア）当該部分は，①特定法人Ａが特定保育園の運営委託契約に係る入

札において落札できなかったことが明らかになる部分，②特定法人

Ａに対するネガティブな内容及び③上記の①に係る部分と特定法人

Ａの入札の評価内容等に係る内容と一体となっている部分である。 

（イ）上記のいずれの情報も，特定法人Ａの権利，競争上の地位その

他正当な利益を害するおそれがあるため，法５条２号イにより不

開示とした。 

イ 以下，上記諮問庁の説明を踏まえ検討する。 

（ア）当該部分は，上記ア（ア）の内容を踏まえると，下記（イ）の

部分を除き，特定法人Ａの権利，競争上の地位その他正当な利益

を害するおそれがあると認められるため，法５条２号イにより不

開示とすることが妥当である。 

（イ）しかしながら，当該部分のうち上記ア（ア）の①に係る部分

（別表２に掲げる部分（文書１の番号６１を除く。））は，原処

分の時点で特定法人Ａが特定保育園の運営委託業者であることが

特定法人Ａのホームページなどに掲載されている事実と，特定保

育園の次の契約を１年間の随意契約にすることなど既に開示され

ている部分の情報を照らし合わせることにより，既に明らかとな

っている情報であるから，これらを公にしても，特定法人Ａの権

利，競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあるとは認

められない。 

したがって，上記ア（ア）の①に係る部分は法５条２号イに該

当するとは認められず，開示すべきである。 

（４）不開示部分４について 
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   当該部分は，特定法人Ａのノウハウに係る情報が記載されていること

が認められる。当該部分が公になった場合，特定法人Ａのノウハウが競

合他社に知られることとなり，アイデアの流用や模倣の可能性があるこ

とから，特定法人Ａの権利，競争上の地位その他正当な利益を害するお

それがあると認められる。 

   したがって，当該部分は法５条２号イに該当し，不開示とすることが

妥当である。 

（５）不開示部分５について 

   当該部分は，特定法人Ａの人員配置の説明など経営上の内部事情に関

する情報である。当該情報は，みだりに外部に知らせるべき性格の情報

ではないと考えられるため，当該部分が公になった場合，特定法人Ａの

権利，競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあると認められ

る。 

   したがって，当該部分は法５条２号イに該当し，不開示とすることが

妥当である。 

（６）不開示部分６について 

ア 当審査会事務局職員をして，諮問庁に対し，当該部分の不開示理由

を改めて確認させたところ，諮問庁は，おおむね以下のとおり説明す

る。 

（ア）当該部分は，名古屋大学と国の機関の間の協議等における事項で

ある。具体的には，本件説明会に係る案件の途中経過について，名

古屋大学から国に対し報告等を行っている部分であり，当該部分が

公になった場合，国から何らかの指示等があったのではないかと誤

解を与え，不当に国民の間に混乱を生じさせるおそれがあるため，

法５条３号により不開示とした。 

（イ）なお，異議申立人は，異議申立書（上記第２の２（１））におい

て「諮問庁と国の機関との間における検討又は協議に関して，説明

参加者の事実に基づかない発言がどのように扱われたのか不開示と

なっている」と主張しているが，本件対象文書において，このよう

な記述は存在しない。 

イ 当該部分には，名古屋大学から国に対し本事案の途中経過の報告及

び具体的な説明内容等に係る情報の記載が認められ，既に本事案につ

いては一応の収束はあったものの，当該部分の記載内容を踏まえると，

これらが公になった場合，不当に国民の間に混乱を生じさせるおそれ

があるとする上記諮問庁の説明は，これを否定し難い。したがって，

これらの部分については，法５条３号に該当し，不開示とすることが

妥当である。 

（７）不開示部分７について 
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ア 当審査会事務局職員をして，諮問庁に対し，当該部分の不開示理由

を改めて確認させたところ，諮問庁は，おおむね以下のとおり説明す

る。 

（ア）当該部分は，不正確な表現が訂正されていない部分であり，当該

部分が公になった場合，関係者の誤解を招き，進行中の特定保育園

の契約事務等だけでなく，今後の契約事務等においても，機微な情

報を踏まえた率直な意見交換ができなくなって，適正な遂行に支障

を来すおそれがあるため，法５条４号柱書きにより不開示とした。 

（イ）なお，異議申立人は，異議申立書（上記第２の２（１））におい

て「説明会参加者の事実に基づかない発言に対し，諮問庁職員から

それに同調する発言があり，しかもその誤りが明らかになった後で

もそれを訂正されていないことが不開示となっている」と主張して

いるが，本件対象文書において，このような記述は存在しない。 

イ 当該部分には，諮問庁が上記アで説明するとおり，不正確な表現及

びその後の発言でそれを訂正していないことが認められることから，

これらを公にすると，今後の特定保育園の契約事務等の適正な遂行に

支障を生じるおそれがあるとする上記諮問庁の説明は，これを否定し

難い。したがって，これらの部分については，法５条４号柱書きに該

当し，不開示とすることが妥当である。 

（８）不開示部分８について 

ア 当審査会事務局職員をして，諮問庁に対し，当該部分の不開示理由

を改めて確認させたところ，諮問庁は，おおむね以下のとおり説明す

る。 

（ア）当該部分は，名古屋大学の入札における評価の手法や評価基準，

着目点等の記載である。 

評価点数のうち評価基準において配点を公表しているものは開示

しているが，入札業務における評価の手法等については，入札業務

における支障が生じるおそれがあることから不開示としている。 

（イ）当該部分が公になった場合，次回以降の特定保育園の入札にあた

り，入札業務の遂行が阻害されることで公正な競争が行われず，名

古屋大学の財産上の利益が不当に害されるおそれがあるため，法５

条４号ニにより不開示とした。 

イ 当該部分は，外部に知らせていない名古屋大学の入札における評価

手法や評価基準であり，当該部分が公になった場合，今後の特定保育

園の入札において，公正な競争により形成されるべき適正な入札業務

の遂行が困難になるなど，名古屋大学が行う入札業務に関し，名古屋

大学の財産上の利益を不当に害するおそれがあるとする上記諮問庁の

説明は，これを否定し難い。したがって，これらの部分については，
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法５条４号ニに該当し，不開示とすることが妥当である。 

３ 異議申立人のその他の主張について 

異議申立人は，その他種々主張するが，いずれも当審査会の上記判断を

左右するものではない。 

４ 本件一部開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件対象文書につき，その一部を法５条１号，２号イ，

３号並びに４号柱書き及びニに該当するとして不開示とした決定について

は，別表２に掲げる部分を除く部分は，同条１号，２号イ，３号並びに４

号柱書き及びニに該当すると認められるので，不開示としたことは妥当で

あるが，別表２に掲げる部分は，同条１号及び２号イのいずれにも該当せ

ず，開示すべきであると判断した。 

（第５部会） 

  委員 南野 聡，委員 泉本小夜子，委員 山本隆司 
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別紙（本件対象文書） 

 

文書１ 特定保育園保護者説明会・意見交換会（平成２５年１２月１０日）の

記録 

文書２ 特定保育園保護者説明会・意見交換会（平成２５年１２月１２日）の

記録 

文書３ 特定保育園保護者説明会・意見交換会（平成２５年１２月２７日）の

記録 

文書４ 特定保育園保護者説明会・意見交換会（平成２６年１月２８日午前

分）の記録 

文書５ 特定保育園保護者説明会・意見交換会（平成２６年１月２８日午後

分）の記録 
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別表１（原処分において不開示とされた部分） 

１ 不開示部分 ２ 不開示理由 

文書１ないし

文書５ 

不開示部分１ 特定個人が識別できる情

報 

法５条１号 

文書１ないし

文書５ 

不開示部分２ 特定法人Ｂの法人名を特

定できる情報 

法５条２号イ 

文書１ないし

文書５ 

不開示部分３ 特定法人Ａの法人名を特

定できる情報 

同上 

文書１及び文

書２ 

不開示部分４ 特定法人Ａのノウハウに

係る情報 

同上 

文書４及び文

書５ 

不開示部分５ 特定法人Ａの内部事情に

関する情報 

同上 

文書３ 不開示部分６ 名古屋大学と国の機関の

間の協議等における事項 

法５条３号 

文書２ないし

文書４ 

不開示部分７ 不正確な表現が訂正され

ていない部分 

法５条４号柱書き 

文書１ないし

文書４ 

不開示部分８ 名古屋大学の入札におけ

る評価の手法や評価基

準，着目点等 

法５条４号ニ 
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別表２（開示すべき部分）  

文書１ 

番号 開示すべき部分 

１ １頁 ７行目の不開示部分 

２ ２頁 ４行目の不開示部分 

３ 〃 １１行目の不開示部分 

４ 〃 １５行目から１６行目までの不開示部分 

５ 〃 ２０行目の不開示部分 

６ ３頁 １行目の不開示部分 

７ 〃 ２４行目の不開示部分 

８ 〃 ３３行目から３４行目までの不開示部分 

９ ４頁 ２６行目の不開示部分 

１０ ６頁 １２行目から１３行目までの不開示部分 

１１ 〃 １４行目の不開示部分 

１２ 〃 １６行目から１７行目までの不開示部分 

１３ 〃 ２０行目の不開示部分 

１４ 〃 ２０行目から２６行目までの不開示部分 

１５ 〃 ３０行目から３２行目までの不開示部分 

１６ ７頁 ３行目の不開示部分 

１７ 〃 ４行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１８ 〃 １１行目から１２行目までの不開示部分 

１９ 〃 １５行目の不開示部分 

２０ 〃 ３１行目の不開示部分 

２１ 〃 ３４行目の不開示部分 

２２ ８頁 １０行目の不開示部分 

２３ 〃 １３行目から１４行目までの不開示部分 

２４ 〃 １８行目から１９行目までの不開示部分 

２５ 〃 ２１行目から２２行目までの不開示部分 

２６ 〃 ２２行目から２３行目までの不開示部分 

２７ 〃 ２３行目から２４行目までの不開示部分 

２８ 〃 ２４行目から２５行目までの不開示部分 

２９ 〃 ２６行目の不開示部分 

３０ 〃 ２８行目の不開示部分 

３１ ９頁 ５行目から６行目までの不開示部分 

３２ 〃 １１行目から１２行目までの不開示部分 

３３ 〃 １７行目から１８行目までの不開示部分 

３４ 〃 １９行目の不開示部分 
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３５ 〃 ２４行目から２６行目までの不開示部分 

３６ 〃 ３０行目から３２行目までの不開示部分 

３７ 〃 ３３行目から３４行目までの不開示部分 

３８ １０頁 １行目から３行目までの不開示部分 

３９ 〃 ９行目の不開示部分 

４０ 〃 １１行目から１３行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

４１ １１頁 ２３行目の不開示部分 

４２ １２頁 ３行目の不開示部分 

４３ １３頁 ８行目の不開示部分 

４４ 〃 １１行目から１２行目までの不開示部分 

４５ 〃 ２８行目の不開示部分 

４６ １４頁 １１行目から１２行目までの不開示部分 

４７ 〃 ２３行目から２４行目までの不開示部分 

４８ 〃 ２９行目の不開示部分 

４９ 〃 ３２行目から３３行目までの不開示部分 

５０ 〃 ３４行目の不開示部分 

５１ 〃 ３５行目の不開示部分 

５２ １５頁 ９行目から１２行目までの不開示部分 

５３ 〃 １３行目の不開示部分 

５４ 〃 ２７行目の不開示部分 

５５ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

５６ １６頁 １行目から２行目までの不開示部分 

５７ 〃 ３行目から５行目までの不開示部分 

５８ 〃 １７行目の不開示部分 

５９ 〃 ２１行目の不開示部分 

６０ 〃 ２７行目の不開示部分 

６１ ２０頁 １７行目の不開示部分（不開示部分８に係る部分を除

く。） 

６２ ２１頁 １４行目から１６行目までの不開示部分 

６３ 〃 ２９行目の不開示部分（不開示部分８に係る部分を除

く。） 

６４ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

６５ ２２頁 １行目の不開示部分 

６６ 〃 １３行目から１４行目までの不開示部分 

６７ ２３頁 ２０行目の不開示部分 

６８ 〃 ２４行目の不開示部分 
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６９ 〃 ３６行目の不開示部分 

７０ ２４頁 １行目の不開示部分 

７１ 〃 １２行目から１４行目までの不開示部分 

７２ 〃 １８行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

７３ 〃 １９行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

７４ 〃 ３０行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

７５ 〃 ３６行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

７６ ２５頁 １行目の不開示部分 

７７ 〃 ２行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

７８ 〃 ５行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除く。） 

７９ 〃 ８行目の不開示部分 

８０ 〃 １０行目の不開示部分 

８１ 〃 １５行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

８２ 〃 ２１行目の不開示部分 

８３ ２６頁 １１行目の不開示部分 

８４ 〃 ２２行目の不開示部分 

８５ 〃 ３５行目の不開示部分 

８６ ２７頁 ３３行目から３４行目までの不開示部分 

８７ 〃 ３６行目（不開示部分１に係る部分を除く。） 

８８ ２８頁 １行目の不開示部分 

８９ 〃 １９行目の不開示部分 

９０ 〃 ２２行目から２９行目までの不開示部分 

９１ 〃 ３１行目の不開示部分 

９２ 〃 ３５行目の不開示部分 

９３ ２９頁 ２行目から１７行目までの不開示部分 

９４ 〃 １９行目の不開示部分 

９５ 〃 ２０行目から２２行目までの不開示部分 

９６ 〃 ２４行目から２５行目までの不開示部分 

９７ 〃 ２７行目から２８行目までの不開示部分 

９８ 〃 ３０行目から３２行目までの不開示部分 

９９ ３０頁 １７行目から２０行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 
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１００ 〃 ３１行目から３２行目までの不開示部分 

１０１ 〃 ３４行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

１０２ ３１頁 １行目の不開示部分 

１０３ 〃 １１行目不開示部分（不開示部分１に係る部分を除く。） 

１０４ 〃 １７行目の不開示部分 

１０５ 〃 ２０行目から２１行目までの不開示部分 

１０６ 〃 ２３行目の不開示部分 

１０７ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分 

１０８ 〃 ２９行目から３０行目までの不開示部分（不開示部分１に

係る部分を除く。） 

１０９ 〃 ３２行目から３３行目までの不開示部分 

１１０ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

１１１ ３２頁 ３行目の不開示部分 

１１２ 〃 １６行目の不開示部分 

１１３ 〃 １９行目の不開示部分 

１１４ 〃 ２１行目の不開示部分 

１１５ 〃 ２６行目の不開示部分 

１１６ 〃 ３０行目の不開示部分 

１１７ ３３頁 １行目の不開示部分 

１１８ 〃 １５行目の不開示部分 

１１９ ３４頁 ２２行目から２３行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１２０ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分 

１２１ 〃 ２９行目から３２行目までの不開示部分 

１２２ ３６頁 ２７行目の不開示部分 

１２３ ３７頁 ２行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１２４ 〃 ３行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１２５ 〃 ４行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１２６ 〃 １１行目から１２行目までの不開示部分（不開示部分８に

係る部分を除く。） 

１２７ 〃 ２５行目から２７行目までの不開示部分 

１２８ 〃 ２８行目から２９行目までの不開示部分 

１２９ 〃 ３２行目の不開示部分 

１３０ ３８頁 ８行目の不開示部分 

１３１ ３９頁 １０行目の不開示部分 

１３２ 〃 １８行目の不開示部分 
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１３３ 〃 ２４行目の不開示部分 

１３４ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

文書２ 

番号 開示すべき部分 

１ １頁 ８行目の不開示部分 

２ ２頁 ３行目の不開示部分 

３ 〃 １４行目の不開示部分 

４ 〃 １９行目の不開示部分 

５ 〃 ２０行目の不開示部分 

６ ３頁 １２行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

７ 〃 ２４行目の不開示部分 

８ 〃 ３２行目の不開示部分 

９ 〃 ３５行目の不開示部分 

１０ ４頁 ２行目の不開示部分 

１１ ６頁 １２行目から１３行目までの不開示部分 

１２ 〃 １６行目の不開示部分 

１３ 〃 １９行目から２０行目までの不開示部分 

１４ 〃 ３２行目の不開示部分 

１５ ７頁 ６行目の不開示部分 

１６ 〃 ９行目から１０行目の３１文字目までの不開示部分 

１７ 〃 ２９行目の不開示部分 

１８ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

１９ ８頁 ６行目から８行目の６文字目までの不開示部分 

２０ 〃 １２行目から１４行目までの不開示部分 

２１ 〃 ２８行目の不開示部分 

２２ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

２３ ９頁 １行目の不開示部分 

２４ 〃 ５行目の不開示部分 

２５ 〃 １９行目の不開示部分 

２６ 〃 ２９行目から３０行目までの不開示部分 
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２７ １０頁 ３行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

２８ 〃 ４行目から５行目までの不開示部分 

２９ 〃 ７行目から８行目までの不開示部分 

３０ 〃 １７行目から１８行目までの不開示部分 

３１ １１頁 ３行目の不開示部分 

３２ 〃 ５行目の不開示部分 

３３ 〃 ９行目の不開示部分 

３４ 〃 １１行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

３５ 〃 １３行目の不開示部分 

３６ 〃 ３４行目から３５行目までの不開示部分 

３７ １２頁 ３行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除く。） 

３８ 〃 ４行目の不開示部分 

３９ 〃 １２行目の不開示部分 

４０ 〃 １６行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

４１ １３頁 １１行目から１２行目までの不開示部分 

４２ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

４３ １４頁 １行目の不開示部分 

４４ 〃 ３行目から４行目までの不開示部分 

４５ 〃 ７行目から８行目までの不開示部分（不開示部分１に係る

部分を除く。） 

４６ 〃 １０行目の不開示部分 

４７ 〃 １１行目から２７行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

４８ 〃 ２８行目から２９行目までの不開示部分 

４９ 〃 ３０行目の不開示部分 

５０ 〃 ３２行目から３５行目までの不開示部分 

５１ 〃 ３６行目の不開示部分 

５２ １５頁 １行目の不開示部分 

５３ １７頁 １０行目の不開示部分 

５４ １８頁 ２行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

５５ １９頁 １７行目から１８行目までの不開示部分 



 22 

５６ 〃 ２０行目から２２行目までの不開示部分 

５７ ２０頁 ７行目から８行目までの不開示部分 

５８ 〃 １１行目の不開示部分 

５９ 〃 １４行目の不開示部分 

６０ 〃 １６行目から１９行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

６１ 〃 ３２行目の不開示部分 

６２ ２１頁 １行目から４行目までの不開示部分 

６３ 〃 ６行目から８行目までの不開示部分 

６４ 〃 ９行目から１２行目までの不開示部分 

６５ 〃 １７行目の不開示部分 

６６ ２２頁 ２６行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

６７ 〃 ３３行目の不開示部分 

６８ 〃 ３６行目の不開示部分 

６９ ２３頁 １行目の不開示部分 

７０ 〃 ６行目の不開示部分 

７１ ２４頁 ２８行目から２９行目までの不開示部分 

７２ ２６頁 ８行目から１０行目までの不開示部分（不開示部分２に係

る部分を除く。） 

７３ 〃 ２９行目の不開示部分 

７４ ２７頁 ２４行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

７５ ２８頁 ４行目の不開示部分 

７６ 〃 ３１行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

７７ ２９頁 ３６行目の不開示部分 

７８ ３０頁 １５行目の不開示部分 

７９ 〃 ２５行目の不開示部分 

８０ 〃 ３３行目の不開示部分 

８１ ３１頁 ８行目から９行目までの不開示部分（不開示部分２に係る

部分を除く。） 

８２ 〃 ９行目の不開示部分 
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８３ 〃 ９行目から１０行目までの不開示部分（不開示部分２に係

る部分を除く。） 

８４ 〃 １１行目の不開示部分 

８５ 〃 ２２行目の不開示部分 

８６ ３２頁 ２行目の不開示部分 

８７ 〃 ３０行目の不開示部分（不開示部分１及び不開示部分２に

係る部分を除く。） 

８８ 〃 ３２行目の不開示部分 

８９ ３３頁 １８行目から１９行目までの不開示部分（不開示部分８に

係る部分を除く。） 

９０ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

９１ 〃 ２７行目から２８行目までの不開示部分 

９２ 〃 ３２行目から３３行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

９３ ３４頁 １行目の不開示部分 

９４ ３５頁 １６行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

９５ 〃 ２６行目の不開示部分 

９６ 〃 ３３行目の不開示部分 

９７ ３６頁 １７行目から１８行目までの不開示部分 

９８ 〃 １９行目から２２行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

９９ 〃 ２６行目から２７行目までの不開示部分 

１００ 〃 ２８行目の不開示部分 

１０１ 〃 ３０行目の不開示部分 

１０２ 〃 ３１行目の不開示部分 

１０３ ３７頁 ２行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１０４ 〃 ６行目の不開示部分 

１０５ 〃 １０行目の不開示部分 

１０６ 〃 １４行目の不開示部分 

１０７ 〃 １８行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

１０８ 〃 １９行目から２０行目までの不開示部分（不開示部分２に
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係る部分を除く。） 

１０９ 〃 ２５行目の不開示部分 

１１０ 〃 ３１行目の不開示部分 

１１１ ３８頁 ３３行目から３６行目までの不開示部分 

１１２ ３９頁 １行目から２行目までの不開示部分 

１１３ 〃 ６行目から７行目までの不開示部分（不開示部分２に係る

部分を除く。） 

１１４ 〃 ８行目から１１行目までの不開示部分 

１１５ 〃 １７行目の不開示部分 

１１６ 〃 ２０行目から２１行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１１７ ４０頁 ４行目から５行目までの不開示部分 

１１８ 〃 ６行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１１９ ４１頁 ６行目の不開示部分 

１２０ 〃 ７行目の不開示部分 

１２１ 〃 １０行目の不開示部分 

１２２ 〃 ３０行目の不開示部分 

１２３ ４２頁 １２行目から１６行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１２４ 〃 ２１行目から２６行目までの不開示部分（不開示部分１に

係る部分を除く。） 

１２５ 〃 ３４行目から３６行目までの不開示部分（不開示部分１に

係る部分を除く。） 

１２６ ４３頁 １行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１２７ 〃 ６行目の不開示部分 

１２８ 〃 １６行目の不開示部分 

１２９ 〃 １９行目から２２行目までの不開示部分 

１３０ 〃 ３５行目の不開示部分 

１３１ ４４頁 １９行目の不開示部分 

１３２ 〃 ２２行目から２４行目までの不開示部分 

１３３ 〃 ２６行目の不開示部分 

１３４ 〃 ２８行目から３３行目までの不開示部分 

１３５ ４５頁 ３行目から１０行目までの不開示部分（不開示部分２に係
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る部分を除く。） 

１３６ 〃 １１行目から１２行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１３７ ４６頁 ４行目から５行目までの不開示部分 

１３８ 〃 ７行目の不開示部分 

１３９ 〃 １４行目から１５行目までの不開示部分 

１４０ 〃 ２１行目から２２行目までの不開示部分 

１４１ 〃 ２３行目から２４行目までの不開示部分 

１４２ 〃 ２４行目から２５行目までの不開示部分（不開示部分１に

係る部分を除く。） 

１４３ ４７頁 ５行目から１０行目までの不開示部分 

１４４ 〃 ３０行目の不開示部分 

１４５ 〃 ３２行目の不開示部分 

１４６ ４８頁 ３行目の不開示部分 

１４７ 〃 ４行目から６行目までの不開示部分 

１４８ 〃 ２０行目の不開示部分 

文書３ 

番号 開示すべき部分 

１ １頁 ６行目の不開示部分 

２ ２頁 ２４行目の不開示部分 

３ 〃 ２５行目の不開示部分 

４ 〃 ２６行目の不開示部分 

５ 〃 ３５行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

６ ３頁 ７行目から８行目までの不開示部分 

７ 〃 １３行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

８ 〃 １４行目の不開示部分 

９ 〃 ２２行目の不開示部分 

１０ 〃 ２４行目の不開示部分 

１１ 〃 ３２行目の不開示部分 

１２ ４頁 ２行目の不開示部分 

１３ 〃 ３行目の不開示部分 
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１４ 〃 ４行目の不開示部分 

１５ ５頁 ２７行目の不開示部分 

１６ 〃 ２９行目から３０行目までの不開示部分（不開示部分２及

び不開示部分７に係る部分を除く。） 

１７ 〃 ３４行目から３５行目までの不開示部分 

１８ ６頁 ２４行目の不開示部分 

１９ 〃 ３１行目の不開示部分 

２０ ７頁 ５行目の不開示部分（不開示部分１及び不開示部分２に係

る部分を除く。） 

２１ 〃 ２２行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

２２ 〃 ２６行目の不開示部分 

２３ 〃 ３６行目の不開示部分 

２４ ８頁 １行目の不開示部分 

２５ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分 

２６ 〃 ３１行目から３５行目までの不開示部分 

２７ ９頁 ７行目から１０行目までの不開示部分 

２８ 〃 １７行目から１９行目までの不開示部分 

２９ 〃 ２５行目の不開示部分 

３０ １０頁 ２１行目の不開示部分 

３１ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

３２ 〃 ２８行目の不開示部分 

３３ １１頁 ８行目の不開示部分 

３４ 〃 １０行目の不開示部分 

３５ 〃 １４行目の不開示部分 

３６ 〃 ２２行目の不開示部分（不開示部分１に係る部分を除

く。） 

３７ 〃 ２４行目から２５行目までの不開示部分 

３８ 〃 ２６行目から２８行目までの不開示部分（不開示部分７に

係る部分を除く。） 

３９ １２頁 １行目の不開示部分 

４０ 〃 ２６行目から２８行目までの不開示部分 
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４１ 〃 ３０行目の不開示部分 

４２ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

４３ １３頁 １１行目から１２行目までの不開示部分 

４４ 〃 ２６行目から２７行目までの不開示部分 

４５ １５頁 １５行目の不開示部分 

４６ 〃 １７行目から１８行目までの不開示部分 

４７ １６頁 ６行目の不開示部分 

４８ 〃 １１行目から１４行目までの不開示部分 

４９ 〃 ２３目の不開示部分 

５０ 〃 ２６行目から３０行目までの不開示部分 

５１ 〃 ３６行目の不開示部分 

５２ １７頁 ３行目の不開示部分 

５３ １８頁 ２２行目の不開示部分 

５４ 〃 ２５行目の５文字目から２７行目までの不開示部分 

５５ 〃 ２８行目の不開示部分 

５６ 〃 ３０行目から３１行目までの不開示部分 

５７ １９頁 ３行目から６行目の２７文字目までの不開示部分 

５８ 〃 ７行目の４６文字目から１１行目の２文字目までの不開示

部分 

５９ 〃 １２行目の１１文字目から１３行目の９文字目までの不開

示部分 

６０ 〃 １３行目の３３文字目から１４行目までの不開示部分 

６１ 〃 １６行目から１８行目までの不開示部分 

６２ 〃 １９行目から２３行目までの不開示部分 

６３ 〃 ２４行目の不開示部分 

６４ 〃 ２６行目から２８行目までの不開示部分 

６５ 〃 ３２行目から３３行目までの不開示部分 

６６ ２０頁 ６行目の不開示部分 

６７ 〃 ７行目の不開示部分 

６８ 〃 ８行目の不開示部分 

６９ 〃 １９行目から２２行目までの不開示部分 

７０ 〃 ２７行目から２８行目までの不開示部分 
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７１ 〃 ２９行目の不開示部分 

７２ 〃 ３１行目から３２行目までの不開示部分 

７３ 〃 ３３行目から３４行目までの不開示部分 

７４ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分 

７５ ２１頁 １行目の不開示部分 

７６ 〃 ６行目の不開示部分 

７７ 〃 １２行目から１３行目までの不開示部分 

７８ 〃 １５行目の不開示部分 

７９ 〃 １７行目の不開示部分 

８０ 〃 １８行目の不開示部分 

８１ 〃 ２４行目から２５行目までの不開示部分 

８２ 〃 ３２行目の不開示部分 

８３ ２２頁 ３行目の不開示部分 

８４ 〃 １３行目から１９行目までの不開示部分 

８５ 〃 ２０行目から２６行目までの不開示部分 

８６ 〃 ３２行目から３３行目までの不開示部分 

８７ 〃 ３６行目の不開示部分 

８８ ２３頁 １行目の不開示部分 

８９ 〃 ２２行目から２３行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

９０ 〃 ２８行目から３１行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

９１ ２４頁 ３行目から４行目までの不開示部分 

９２ 〃 ９行目の不開示部分 

９３ 〃 １５行目の不開示部分 

９４ 〃 １６行目から１８行目までの不開示部分 

９５ 〃 ３０行目から３６行目までの不開示部分 

９６ ２５頁 １行目から１１行目までの不開示部分（不開示部分２に係

る部分を除く。） 

９７ 〃 １４行目の９文字目から１５行目までの不開示部分（不開

示部分２に係る部分を除く。） 

９８ 〃 ２６行目から２８行目までの不開示部分 

９９ 〃 ３２行目から３６行目までの不開示部分 
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１００ ２６頁 １行目から４行目までの不開示部分 

１０１ 〃 ６行目から７行目までの不開示部分 

１０２ 〃 ２０行目の不開示部分 

１０３ 〃 ２３行目から２４行目までの不開示部分 

１０４ ２７頁 １２行目の不開示部分 

１０５ ２８頁 ６行目の不開示部分 

１０６ 〃 １６行目の不開示部分 

１０７ 〃 ２０行目の不開示部分 

１０８ 〃 ２１行目から２２行目までの不開示部分 

１０９ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分 

１１０ 〃 ３０行目から３２行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１１１ 〃 ３６行目の不開示部分 

１１２ ２９頁 ３３行目の不開示部分 

１１３ 〃 ３４行目から３５行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１１４ ３０頁 １行目の不開示部分 

１１５ 〃 ３行目の不開示部分 

１１６ 〃 ６行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１１７ 〃 １６行目の不開示部分 

１１８ 〃 ２０行目から２１行目までの不開示部分 

１１９ 〃 ２３行目の不開示部分 

１２０ 〃 ３１行目の不開示部分 

１２１ ３１頁 ８行目から１１行目までの不開示部分 

１２２ 〃 １８行目の不開示部分 

１２３ 〃 １９行目の不開示部分 

１２４ 〃 ２４行目から２６行目までの不開示部分 

１２５ 〃 ２７行目から２９行目の８文字目までの不開示部分 

１２６ 〃 ３３行目の４文字目以降の不開示部分 

１２７ 〃 ３４行目の不開示部分 

１２８ ３２頁 １２行目から１５行目までの不開示部分 

１２９ 〃 １６行目の３９文字目から１９行目の４文字目までの不開
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示部分 

１３０ 〃 ２４行目の３文字目以降の不開示部分 

１３１ 〃 ２５行目から２６行目までの不開示部分 

１３２ 〃 ３１行目の１８文字目までの不開示部分 

１３３ 〃 ３２行目の４０文字目から３４行目までの不開示部分 

１３４ 〃 ３５行目から３６行目までの不開示部分（不開示部分２に

係る部分を除く。） 

１３５ ３３頁 １行目から４行目までの不開示部分（不開示部分２に係る

部分を除く。） 

１３６ 〃 ６行目の不開示部分 

１３７ 〃 １８行目から１９行目の８文字目までの不開示部分 

１３８ 〃 ２１行目の３文字目から２２行目の３文字目までの不開示

部分 

１３９ 〃 ２２行目の３１文字目から３４行目の５文字目までの不開

示部分（不開示部分２に係る部分を除く。） 

１４０ 〃 ３６行目の３文字目以降の不開示部分 

１４１ ３４頁 １行目から２行目までの不開示部分 

１４２ 〃 １９行目の不開示部分 

１４３ 〃 ２４行目の不開示部分 

１４４ ３５頁 ７行目から８行目までの不開示部分 

１４５ 〃 １３行目の不開示部分 

１４６ 〃 １７行目の２２文字目から２５文字目までの不開示部分 

１４７ 〃 １８行目の３文字目から１９行目までの不開示部分 

１４８ 〃 ２２行目から２５行目までの不開示部分 

１４９ 〃 ３６行目の不開示部分 

１５０ ３６頁 １行目の不開示部分 

１５１ 〃 ２２行目の不開示部分 

１５２ 〃 ２４行目の不開示部分（不開示部分２に係る部分を除

く。） 

１５３ ３７頁 １行目から２行目までの不開示部分 

１５４ 〃 ８行目から９行目までの不開示部分 

１５５ 〃 ２１行目の不開示部分 

１５６ 〃 ３１行目の不開示部分 
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１５７ 〃 ３４行目の不開示部分 

１５８ 〃 ３４行目から３５行目までの不開示部分 

１５９ ３８頁 １行目から３行目までの不開示部分 

１６０ 〃 １９行目の不開示部分 

１６１ ３９頁 １２行目の不開示部分 

１６２ 〃 １６行目から１７行目までの不開示部分 

１６３ ４０頁 ２行目の不開示部分 

１６４ 〃 ２５行目の不開示部分 

１６５ 〃 ２６行目の不開示部分 

１６６ 〃 ２８行目の不開示部分 

１６７ ４１頁 ５行目の不開示部分 

１６８ 〃 １５行目から１６行目までの不開示部分 

１６９ 〃 １８行目の不開示部分 

１７０ 〃 ２１行目の不開示部分 

１７１ ４２頁 １５行目から１６行目までの不開示部分 

１７２ ４４頁 ２１行目から２２行目までの不開示部分 

１７３ ４５頁 １１行目から１２行目までの不開示部分 

１７４ ４６頁 １２行目の不開示部分 

１７５ 〃 １６行目の不開示部分 

文書４ 

番号 開示すべき部分 

１ １頁 ６行目から７行目までの不開示部分 

２ ２頁 ３行目の不開示部分 

３ 〃 １５行目の不開示部分 

４ 〃 １５行目から１６行目までの不開示部分 

５ ３頁 ２０行目から２４行目までの不開示部分（不開示部分１に

係る部分を除く。） 

６ 〃 ３０行目から３１行目までの不開示部分 

７ ４頁 ３行目の不開示部分 

８ 〃 １６行目から１７行目までの不開示部分 

９ 〃 ３４行目から３６行目までの不開示部分（不開示部分５に

係る部分を除く。） 
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１０ ５頁 １行目から２行目までの不開示部分 

１１ 〃 ６行目の不開示部分 

１２ 〃 ７行目の不開示部分 

１３ 〃 １２行目の不開示部分 

１４ ６頁 ４行目から５行目までの不開示部分 

１５ ７頁 １０行目から１３行目までの不開示部分 

１６ 〃 ２３行目の不開示部分 

１７ 〃 ２６行目から２８行目までの不開示部分 

１８ ８頁 ５行目の不開示部分 

１９ １０頁 ５行目から６行目までの不開示部分 

２０ １３頁 １行目の不開示部分 

文書５ 

番号 開示すべき部分 

１ １頁 ６行目の不開示部分 

２ ２頁 ７行目から８行目までの不開示部分 

３ 〃 １２行目の不開示部分 

４ 〃 ２２行目の不開示部分 

５ 〃 ２２行目から２３行目までの不開示部分 

６ ４頁 １０行目の不開示部分 

７ ７頁 ２９行目の不開示部分 

８ 〃 ３０行目の不開示部分 

９ 〃 ３０行目から３１行目までの不開示部分 

１０ ８頁 １行目の不開示部分 

１１ 〃 ２８行目から２９行目までの不開示部分 

１２ 〃 ３１行目の不開示部分 

 


